外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	



2021年5月26日（水）　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：久保　美夏
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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修案内＞
・第1回院内研修

　日　時：5月26日（水）、27日（木）17:30～18:30

　場　所：メンタル3階　会議室

 　テーマ：｢現場における精神医療サービスの在り方｣

　講　師：佐藤ＡＯＭ
＜全体連絡＞

・青陽館 コロナ対策利用停止目安・行動聴取表を作成。周知の事。

・医療福祉学会 学術研究について

　学術チームも事業計画チームで分かれて、2題提出。
テーマ決定と、ある程度の研究方法の決定をして5月中に斎藤SGMへ報告の事。
・各受け持ち毎に精神科の入院期間が最長1年未満の利用者様のチェックとデータベースへの情報の入力を6月中に終えること。

・5/26（水）看護学生見学予定。

＜利用者様情報＞

デイケア
・佐々木　理佳様～以前利用していた就労継続支援B型事業所「アールネクスト」にて5/27（木）から就労開始になると本人より報告がある。火曜日の午後と木曜日の午前が就労、デイケアはこれまで通り月・水・金の利用となるが、6/18以降は金曜日の午後も就労になる為午前中のみデイケアを利用したいと話している。就労内容は座って折り紙をカットする作業であり、体力面は大丈夫と返答している。就労の疲れからデイケアを休みがちにならないように助言している。
ショートケア
・赤石　陽介様～本人様から電話連絡が有り本日、青森労災病院を受診したところ入院が決まったことを報告している。片方の副腎を取り除く手術を行うとの事で入院期間の目安は1週間程度になると言われているとのことである。6月2日に再受診予定でその際に入院日が決まるようであるが、青南病院の定期受診が18日に有ることも考え21日以降の入院をお願いする予定であることを話している。「いや～びっくりしたよね」と精神的に少し不安定になっていることを話しており、明日来所時に詳しく話を聞かせて欲しいことを伝えている。
デイナイトケア
特記事項なし。
カンファレンスシート（船場　幸子　様）
実施日：2021年5月26日（水）13：30～14：00

担当：戸賀沢

参加者： 武田、久保、戸賀沢

検討内容　目標と計画の再検討

	氏名
	船場　幸子　様
	性別
	女
	年齢
	71
	生年月日
	S24年7月5日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	・安定した病状の維持　　　・

	本人希望
	グループホームでの生活を維持したい。

	家族希望
	現在の生活を継続してほしい。

	入院歴
	計5回（最終：H15年2月12日～H20年5月11日）

	通所歴
	2回目

· 前回：H20年5月12日～H23年2月22日

· 今回：H26年4月1日～現在　　（週5回/月・火・水・木・金曜日）

	その他サービス利用
	地域活動支援センター｢青明舎｣

	住居：グループホーム　青風荘
	家族構成

4人姉弟の次女

キーパーソン：長姉（青森市在住1回/2M面会あり。）

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳１級
	障害基礎年金1級

老齢厚生年金
	後期高齢者医療

自立支援医療費制度

	備考：事例検討に必要な情報を記載

S45年頃より､自閉､徘徊､不眠等の症状が出現。同年､有機溶剤(ｼﾝﾅｰ)を吸引後､意識混濁を来たして内科へ入院。入院中に離院して､他者の土地で毛布を広げて座り込むことや､緘黙状態となることがあり､S45.7.24当院を受診､同日入院(～S60.9.16)。退院後､易興奮性､滅裂言動が顕著となり､S60.10.12当院へ2回目の入院(～S62.2.14)。退院後､社会復帰援護寮｢いちい荘｣へ入所。S62年5月頃より､他者に対する易興奮性･易刺激性が認められ､S62.7.5当院へ3回目の入院。H14.11.15急性腸炎･慢性腎不全の治療を目的として､八戸市立市民病院へ転院。同院での治療終了し､H15.2.12当院へ4回目の入院(～H20.2.15)。退院後は､生活訓練施設｢青山荘｣へ入所となり､当院への外来通院､精神科ﾃﾞｲｹｱの利用を継続。H23.2.14生活訓練施設｢青山荘｣を退所となり､福祉ﾎｰﾑB型｢青風荘｣へ入所。H24年4月､青風荘の新体系移行に伴い､利用対象外となったことから､H24.4.1障害者生活訓練施設｢青山荘｣へ入所｡H26.4.1同施設退所し､ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ｢あおぞら｣へ入所。以後は当院への通院､精神科ﾃﾞｲｹｱの利用を継続し、2020年7月27日グループホーム青風荘に転居し同日よりデイナイトケア利用開始となる。


	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状悪化せずにグループホームでの生活を維持することできる。
	①困ったこと、不安なことに対処できるようになる。


	①－1困ったことはスタッフに適切に相談し、対処できるようになる。

①－2自信を獲得し、不安の軽減を図る。
	①－1デイナイトケア利用時には特に問題なく過ごせていることを話している。変化が見られている時は適宜面談を行い、不満を吐き出す機会を作っていく。

①－2本人ができる活動を行い、自信を獲得する。スタッフは本人が役割に携わっていること、出来ていることを評価し自信の獲得に繋げる。



	②体重を維持していく。
	②体重増加しないよう運動を行う。
	②運動とバランスの取れた食事に注意し、体重を維持していく。
	②通所利用時は運動（運動療法、ウォーキング）を行い、バランスのとれた食事（毎食摂取量を気にする）を継続する。スタッフは体重維持が出来ている事を評価し、自信につなげていく。


【目標・治療計画（現在）】

【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①－1困ったことはスタッフに適切に相談し、対処できるようになる。

①－2自信を獲得し、不安の軽減を図る。
	· 2021年3月初旬頃より他者トラブルが頻繁に観察されるようになり、独語や放歌等の精神症状が観察されている。また攻撃的な態度が見られ悩みを聞くと特定利用者様への妄想様の発言が多く聞かれ、スタッフにも強い口調で返答することもあったが、生活面での悩みは特にないと話している。服薬調整にて、4月末頃より、攻撃的な態度はほとんど見られることは無くなり落ち着いてきている。

· 何についても自信のなさを話してくるが、金銭面では貯金できており問題ないと話している。


	・4月頃は精神状態不安定で他利用者様とのトラブルが頻繁にみられ、入院も視野に入れる必要があるのでは、と考えたこともあった。現在は状態が落ち着き、目標・計画は継続とし経過を見ていく。

・本人様の状態に合わせ訴えの傾聴や自身の行動の振り返りを行い他利用者様とのトラブルを回避するように努めていく。

	②運動とバランスの取れた食事に注意し、体重を維持していく。
	・体重は現状維持できており、±1㎏で推移。

・余暇時間はウォーキングを行っていることが多い。2回目の薬剤調整後は眠気が強く、歩行時ふらつきを感じると話し以前よりはウォーキングの時間が短くなり、テーブルに伏している時間が多い。

・ウォーキング時に不調時は放歌が聞かれ、他者を睨みつける事やまた、独語も聞かれていたが、現在はほぼ見られていない。運動療法では歌謡フラダンスやホームフィットネスに自主的に参加している。
	・体重維持については、本人が希望している目標であり、自分から積極的に取り組まれている。今後も目標と計画は継続し、通所利用時は、運動やバランスのとれた食事をすることで、現在の体重を維持していくようにする。


今後も、目標・計画は変更せず継続とするが、不調時は身体に針が刺されるようなまた、ナイフで切られるような感覚が続いていたとの事。また自分が正しいと思っていることに反した言動をとられるとどうしても自分の気持ちを抑えられず声高に注意してしまったと話している。現在は体幹幻覚をほとんど感じることがなくなったとのことであるが、今後、薬剤調整が考えられることも有り、声掛けを多くし、訴えを傾聴し、早期に変化に気づき対応していく。27日（水）医師面談で自分の気持ちは落ち着いてきたが、眠気が強くウォーキング時ふらつきを感じていることを伝えるように助言している。

